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第 1章 総論 

 
１－１ 計画策定の背景と目的 

 

【背景】 

・ 農業・農村は、食料生産の場という本来の役割に加え、水資源のかん養、土壌侵食防止、生

物多様性の保全等の国土保全機能や、地域社会の維持、歴史・文化の継承等の文化的機能と

いった多面的な機能を有しています。これらは、適切な農業生産活動が行われることにより

維持されてきました。 

・ 農業農村整備事業の実施においては、高生産性、高付加価値農業の実現を目指すとともに、

農業・農村の持つ多面的機能を持続するため、主に施設整備を中心に環境との調和を図って

きました。 

・ 農業を取り巻く社会情勢は、全国の他都市同様、少子高齢化が進み、農業従事者の高齢化と

後継者不足、都市化や住民構造の多様化、耕作放棄地の増加、食の安全に対する消費者の関

心の高まり、農業の多面的機能に対する期待など多くの課題を抱えています。 

・ このような状況の中で、食料・農業・農村基本法（平成 11年法律第 106 号）が制定され、国

土や自然環境の保全、水源かん養、良好な景観の形成、文化の継承などの農業・農村の有す

る多面的機能が十分に発揮されること、農業生産基盤の整備にあたっては「環境との調和に

配慮しつつ」必要な施策を行うことの規定が盛りこまれました。 

・ 土地改良法（昭和 24 年法律第 195 号）においても、農業農村整備事業の実施にあたっては「環

境との調和へ配慮すること」を原則とする改正がなされ、平成 14 年から施行されています。 

・ さらに、農業農村整備事業等の実施にあたっては、「環境との調和に配慮した農業農村整備事

業等基本要綱」（平成 14年）に基づき事業を実施することとされました。 

・ 浜松市は、平成 17 年の市町村合併により、旧浜松市を中心とした都市地域、中山間地域、天

竜などの森林地域など多彩な地域を有する新しい都市としてスタートしました。 

・ 農業農村整備事業の実施においては、従来から旧 12 市町村が環境への配慮のための施策を展

開してきました。旧浜松市と旧三ヶ日町では、農村環境計画を策定し（旧浜松市平成 17 年 4

月、旧三ヶ日町平成 17 年 3 月）、農業及び農村が育んできた自然環境等の多面的な機能を将

来にわたって維持する方針を掲げていますが、他の旧市町村では未策定となっていました。 

・ 平成 19 年度には、新浜松市として「浜松市環境基本計画」を策定し、環境保全対策に取り組

んでいるところです。その中でも、農業・農村の持つ役割への期待は高く、北部の森林から

海岸まで多様な環境特性を有する浜松市として、総合的、一体的に農村環境の保全を進める

ことが必要となっています。 

 



- 2 - 

【目的】 

・ 環境との調和への配慮を実効性のあるものとするためには、あらかじめ農村地域の環境保全

に関するマスタープランを策定しておくことが必要です。 

・ 本計画は、「静岡県環境基本計画」を受けて策定された「静岡県農村環境対策指針（平成 21

年）」に基づき、浜松市の持つ多彩な環境との調和に配慮した農業農村整備事業の進め方を示

す基本構想として位置づけ、個々の整備事業を実施するに当たって、農村地域の環境を望ま

しい方向へ導くためのマスタープランとして策定するものです。 

・ 本計画に沿って環境との調和に配慮した農業農村整備事業が進められることによって、農村

地域の豊かな自然環境が保全・回復され、多様な生物が生息・生育する豊かな自然環境と、

地域特性に即した農業生産活動によって育まれた農村景観が、次代を担う子どもたちへ引き

継がれ、地域づくりにつながることを目的としています。 

 
図 1-1 農業・森林・水産業の有する多面的機能のイメージ  

資料：日本学術会議答申を踏まえ農林水産省で作成たもの 

 
表 1-1 農業・農村の有する多面的機能と具体例 

項  目 具体例 

物質生産機能 食料の供給、木材の供給、バイオマスの供給 

土壌侵食防止機能／土砂崩壊防止機能 農地の耕作による土壌侵食や崩壊、土砂流出の防止 

土砂災害防止機能／土壌保全機能 森林による土壌侵食や崩壊、土砂流出の防止、土壌保全 

地球環境保全機能 森林による地球温暖化の緩和（二酸化炭素吸収、化石燃料代替） 

雨水の保水・貯留による洪水防止機能 大雨時の一時貯留による洪水流量の軽減 

水源かん養機能 水資源貯蔵、水量調節 

水質浄化機能 微生物の働き等による水質浄化 

気候緩和機能 夏期の気温低下、大気浄化（二酸化炭素吸収、酸素供給、塵芥浄化） 
有機性廃棄物処理機能 有機性堆肥の利用による資源の循環 

生態系保全機能／生物多様性保全機能 遺伝子保全、生物種保全、生態系保全 

良好な景観の形成機能 自然景観の保全・形成、原風景の保全 

文化機能／文化の伝承機能 体験学習、自然教育の場、地域社会の振興、伝統文化の継承 

保健・レクリエーション機能 行楽、健康維持増進、地域交流の場 

快適環境形成機能 快適生活環境の形成 
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１－２ 計画の対象 

  

【対象地域】 

農業振興地域の整備に関する法律（昭和 44 年法律第 58 号）第６条第１項の規定に基づき指定

された浜松農業振興地域を主な対象とします。ただし、農業振興地域外であっても、今後、農業

農村整備事業を実施するにあたり、環境への配慮が必要と想定される地域は対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 農業振興地域 
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【対象事業】 

 本計画は、農地やため池、水路、農道、集落内道路の整備などの生産から生活に係わる農業農

村整備事業を実施する際に適用されます。本計画は、整備に当たってどのような環境に配慮して

いくのか、といった環境配慮の方針を示すものです。 

 

【活動主体】 

 農村地域の環境資源を保全、活用し、多様な農村環境を持続的に次世代に継承していくために

は、農村環境を取り巻く様々な主体の自発的な参加、協働が必要です。そのため、市民、市民活

動団体、農業者、行政がそれぞれの役割分担のもと、活動していくことが必要です。 

 

●市民 

  自ら農村環境への関心、理解を深め、農村環境の保全活動や生物多様性のモニタリング調査

に直接参加したり、環境保全型農業での農産物の購入等を通じて間接的に支援する活動が期待

されます。  

○農村地域に居住する市民 ⇒ 地域での農村環境の様々な保全活動への直接的な関わり

が期待されます。 

○都市地域に居住する市民 ⇒ 安全な農産物の購入を通じて、農村環境保全の取組を促す

ことが期待されます。 

農村地域と交流することで、農村地域の豊かさや重要さの

普及啓発の担い手として期待されます。 

○企業          ⇒ 企業の社会的貢献の観点から農村環境の保全につながる

活動を積極的に支援、あるいは自ら取り組むことが期待さ

れます。 

●市民活動団体 

  市民への農村環境の重要性の理解の普及、生きもの調査やモニタリング等の指導、イベント

の企画、運営の組織的な実施を通して、専門的な観点を踏まえ、市民や農業者のネットワーク

形成等も含めた保全活動の多面的展開が期待されます。 

 

●農業者 

 農業に従事する主体として、生物多様性の保全や地球温暖化防止等の新たな環境の視点を踏

まえ、環境保全に配慮した農業活動の実践が期待されます。農業者には農業団体を含みます。 

 

●行政 

  本計画に基づき、環境に配慮した農業農村整備事業や関連事業を実施します。また、多様な

主体の参加や連携による農村環境の保全活動を支援するため、保全活用推進のための計画の策

定、ボランティアの養成、情報発信を実施します。そのための情報共有の場の設定や機会の場

の創出を通じて、農村環境の保全、活用の先導的な役割を果たします。 
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図 1-3 様々な主体の連携 

 

農村地域の環境の 

保全・活用 

＜農業者＞ 

地域に根ざした主体として、行政や市民活動

団体などと連携を図りながら、農村環境の保

全、活用を実践します。 

＜行 政＞ 

農業農村整備事業や関連事業を実施したり、

地域が取り組みやすい場（しくみ）をつくり、

地域の自発的な取組を支援、促進します。 

＜市 民＞ 

農村環境への理解や関心を深め、保全活動へ

の直接的、間接的な関わり合いにより、社会

での環境保全意識の広がりを担います。 

＜市民活動団体＞ 

農村環境の保全のため、直接、保全や活用、

モニタリング調査に関わったり、市民や事業

者のネットワーク形成等の様々な保全活動を

行います。 
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１－３ 計画の位置づけ 

 

静岡県環境基本条例の基本理念である「健全で恵み豊かな環境の恵沢の享受と将来世代への継

承」を実現するために策定された『静岡県環境基本計画』を受けて、静岡県では『静岡県農村環

境対策指針』を策定し、農村地域が有している多くの資源の環境保全対策の実施方針を示してい

ます。本計画は、この指針の「Ⅴ 指針の推進」に定められた「4 市町農村環境計画の策定」に基

づいて策定したものです。 

また、本計画は第 2 次浜松市総合計画や農業分野の各種計画、その他の関連計画を踏まえ、農

業農村整備事業について環境保全・改善・復元の視点からその基本方針を示すことにより、個別

事業を位置づける実施計画策定のための方向性を示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 1-4 浜松市農村環境計画の位置づけ 

【第 2 次浜松市総合計画】 
●基本構想（H19～26）（※平成 23年度に改正） 

都市の基本理念：市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」 
●都市経営戦略（H23～26） 

【各分野・各種個別計画】 

●産業分野 
浜松市森林・林業ビジョン 
●環境分野 
浜松市環境基本計画 
天竜川・浜名湖環境共生計画 
浜松市バイオマス利活用推進計画 
浜松市地球温暖化対策地域推進計画 
●都市・生活基盤分野 
国土利用計画浜松市計画 
浜松市都市計画マスタープラン 
浜松市景観形成基本計画 
浜松市緑の基本計画 
●教育、文化、スポーツ分野 
浜松市文化振興ビジョン 
●都市経営分野 

浜松市中山間地域振興計画 

浜松市農村環境計画 

【静岡県農村環境対策指針】（平成 21年 4月） 

 

自然環境の保全と再生 
・豊かで貴重な自然環境の保全 

・適切な農業生産活動の継続による農村の中の

二次的な自然環境の保全と再生 

・水と緑のネットワークの連続性の確保 

自然環境 

歴史と文化の継承 

・地域活動の継承と復活 

・歴史的建造物・文化財の保存 

歴史・文化 

景観の保全と形成 
・地域の特徴を活かした農村らしい景観の保全

と形成 

・周囲の自然景観との調和 

景観 

地域と一体となった農村環境資源の保全と管理 
・地域に対する理解と愛着を深める場の創出 

・多様な主体が参画する積極的な地域協働活動の

推進 

コミュニティ 

【農業分野の計画】 

浜松市農業振興基本計画 
浜松農業振興地域整備計画 

環
境
保
全
の
基
本
方
針 

個別の農業農村整備事業の実施計画 

農業農村整備事業について環境保全・改善・

復元の視点からその基本方針を示します。 
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１－４ 計画年度 

 
 本計画は平成 22年度に公表し、平成 23 年度よりスタートします。 

 

 

１－５ 策定手順 

 
計画の策定にあたっては、関係行政機関などとの連携の下に行うとともに、市民の意向及び学

識経験者などの意見を反映した計画としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連計画等の整理 

現況把握と環境評価  
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会
・
庁
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ー
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ン
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平成 22年度 計画策定 

平成 21年度 計画策定準備 
庁内検討委員会 

アンケート 

パンフレット・ホームページ等で公表 

環境保全の基本方針 

浜松市農村環境計画の策定 

図 1-5 策定のフロー図 

庁内ワーキング 

パブリックコメント 

庁内ワーキング 

庁内検討委員会 

学識経験者への 
ヒアリング 
現地調査 

学識経験者への 
ヒアリング 

環境保全対応方策 

全体計画 

地域別計画 

計画素案の作成 

関連計画 

関連事業計画 

現況調査 

市民意向調査 

環境評価 


